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１．研究計画の概要 
我々がこれまでに明らかにしてきたデータ
からは、60 歳以上または高血圧を伴う 50 歳
台ドナー(ECD)から心停止下に摘出されて多
施設にて移植された腎臓を後ろ向きに多変
量解析をした結果ではレシピエントの年齢
はドナー高血圧や、温阻血時間と同様に移植
腎生着に対する独立危険因子であることが
判明している。心停止下高齢ドナー腎を若年
者へ移植した場合、予後に有意の差が出るこ
とが考えられ、公平性の上からも若年レシピ
エントに対しては若年ドナーからの腎臓を
優先的に配分すべき根拠になる可能性があ
る。本研究は昨年までに引き続きドナーの拡
大と限られた提供腎を有効に利用するため
に、特に高齢ドナーからの心停止下提供腎を
公平かつ有効に利用するためのレシピエン
ト条件を明らかにして新たな配分ルールを
提示すること、加えて新たなドナーソース拡
大の可能性を検討することを目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
本年度は本研究の総まとめの年に当たる。こ
れまでに集積されたデータに今年度のデータ
を加えて統計的解析をすすめ、心停止下腎移
植における若年者への高齢ドナーからの腎移
植のケースおよび参考対象となる脳死ドナー
からの腎移植のデータとの多面的な比較検討
解析を行い、今後の移植臓器の配分に対する
指針の一つとすることを最終目的とする。 
前年度に引き続き前向き研究では、脳死後の
オプション提示にて承諾を得た心停止下献
腎移植のドナーに対し、脳死後 3 日連続で
24 時間蓄尿を行い尿中 Na、一日尿蛋白排泄
量を測定とクレアチニンとパラアミノ馬尿

酸のクリアランス試験をおこない糸球体濾
過量と腎血漿流量を求める。術前に存在する
腎障害の組織学的評価について、移植後 1時
間生検所見を基に糸球体硬化スコア、メサン
ギウム増殖スコア、間質障害スコアを求め、
これら組織障害のスコアと、年齢 及び全身
の平均血圧との相関関係を検討し、多変量解
析をおこなう。血液生化学検査は、採尿と同
日に採血し、血清尿素窒素、血清クレアチニ
ンレシピエントの腎機能は生着率、生存率を
アンケート法で調査する。後ろ向き研究では
当院より腎提供を行なった他施設に対して
の詳細なアンケートとデータ追跡として多
変量解析から有意な影響を及ぼすと考えら
れる因子を中心に他施設での方法や実際の
移植でのデータを集める。集めたデータはア
ンケートにもりこんだ因子での多変量解析
のみでなく、おのおのの変量間の関係をパス
解析やデータの種類と性質によっては主成
分分析などを用いながら因子間に潜む関係
を抽出し、年齢差が及ぼす影響について解析
を加える。これらのデータは本研究開始以降
昨年までのデータ蓄積があり、本年度データ
を加えることによる変化や新たな問題点に
ついてもこれまでの結果を踏まえた解析を
行う。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
本研究の主要格子部分である、心停止下献腎
移植のデータ集積と解析については研究年
度を重ねて順調に進み、ほぼ予定通りの新香
を見ている。その解析に関しても期待通りに
有意差を持った結果が得られており、さらな



るデータの追加集積によって結論の信頼性
の補強が更になされており、この点からもほ
ぼ当初の目的は達していると言える。 
しかし、病理組織や採血結果より得られたデ
ーの解析は未だ十分に有意な結果を得るに
至っておらず、場合によっては得られたデー
タを別の観点や解析方法をおこなうことに
よってその意義と必要性を見いだすことが
求められると考えている段階である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
上述のように、現在、充分な結果を得るに至
っていない病理組織や採血からの遺伝子解
析や生化学的検討を中心にデータの集積と
新たな解析により重点を置く必要性を考え
ている。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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